














今まで、Alfred North Whitehead という哲学者を研究していました。2015 年の末に、拙著2を刊
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として、こんな Latour の文章5があります。「もし Pasteur が戸惑うならば、乳酸菌もまた戸惑う
                                                  
4 矢部史郎，2012，『3・12 の思想』以文社． 










actual entity とか actual occasion なんていう言葉があります。出来事とほぼ同義です。細かく言
うと違うのですが、ここでは同義でいいです。で、乳酸菌の発見という出来事は、これらモノ
のある種奇跡的な出会いによる、複合的な、これまたひとつのモノです。monadology という






























                                                  
d’acide lactique,” Isabelle Stengers ed., L’effet Whitehead, Paris: Vrin, 196-217. 
6 Whitehead, Alfred North, 1967, Science and the Modern World, New York: The Free Press.（＝1981，

























































Kant 学者じゃないから良かったのですが、学会とかで Kant 学者とかが発表すると、どうもそ
の中身の議論じゃなくて、これは Immanuel Kant の『純粋理性批判』のα版の該当箇所とβ版








































































































































命が起きちゃうかもしれないわけですよね。「潜伏を続けて時期を待て」（DJ KENSEI feat. 
Stillichimiya）ですよね。もういつなのかは、わかんない。「希望の要素は同時代経験の中に隠
されたそうした模索の中にある」。それをもう一度、胸に秘めながら、頑張っていきたいなと思
っています。僕はこの言葉で、昨日はご飯３杯ぐらいお代わりしました。 
 
  
